
第
二
地
銀
の�

　

存
在
感
を
問
う�
【特集】�

地
域
経
済
再
構
築
支
援
は�

地
元
金
融
機
関
に
し
か
で
き
な
い�

旧
相
互
銀
行
の
普
銀
転
換
か
ら
一
五
年
、
第
二
地
銀
は
六
八
行

か
ら
四
九
行
へ
と
減
少
し
た
。
一
時
に
比
べ
経
営
問
題
が
表
面

化
す
る
こ
と
も
な
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
観
が
あ
る
が
、

リ
レ
バ
ン
路
線
下
で
も
そ
の
存
在
感
は
高
ま
っ
て
い
な
い
。
真

の
地
域
金
融
機
関
と
し
て
不
可
欠
の
存
在
と
な
る
に
は
、
地
銀

と
は
異
な
る
独
自
の
戦
略
を
追
求
す
べ
き
だ
ろ
う
。�

リ
レ
バ
ン
路
線
の
金
融
行
政
は
第
二
地
銀
へ
の
恩
恵
が
大
き
い�

高
向
　
巌
第
二
地
方
銀
行
協
会
長
（
北
洋
銀
行
頭
取
）
に
聞
く�

決
済
用
預
金
は

地
公
体
向
け
に
限
定

集
中
改
善
期
間
の
終
了
、
ペ
イ

オ
フ
全
面
凍
結
解
除
ま
で
残
り
一
年

を
切
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
第
二
地
銀

協
会
長
に
就
任
し
た
わ
け
だ
が

今
年
度
は
銀
行
業
界
全
体
に
と
っ

て
重
要
な
一
年
で
あ
り
、
新
し
い
時

代
へ
の
転
換
期
と
い
え
る
。
個
別
行

の
経
営
の
健
全
性
を
向
上
さ
せ
、
お

客
様
の
全
面
的
な
信
頼
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
。
会
員
の
四

九
行
す
べ
て
が
難
局
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
、
い
ま
ま
で
以
上
に
業
界

の
知
恵
を
結
集
し
て
い
き
た
い
。

九
七
年
秋
以
降
、
金
融
シ
ス
テ
ム

全
体
が
大
き
く
動
揺
し
、
破
綻
に
追

い
込
ま
れ
た
金
融
機
関
も
相
次
い
だ

が
、
こ
こ
に
き
て
金
融
シ
ス
テ
ム
が

安
定
し
て
き
た
と
の
認
識
が
広
が
っ

て
い
る
。
実
際
、
経
営
状
況
が
改
善

し
つ
つ
あ
る
金
融
機
関
も
増
え
て
い

る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
で

き
な
い
。「
治
に
い
て
乱
を
忘
れ

ず
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
危
険

に
備
え
る
心
構
え
は
常
に
も
ち
続
け

た
い
。

ペ
イ
オ
フ
全
面
凍
結
解
除
へ
の

対
応
で
は
、
こ
の
四
月
に
八
千
代
銀

行
が
先
陣
を
切
っ
て
導
入
し
た
決
済

用
預
金
の
取
扱
い
が
注
目
さ
れ
て
い

る

ペ
イ
オ
フ
全
面
凍
結
解
除
は
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
る
と
の
前
提
で
、
リ
レ
バ
ン
や
監
督
指
針
へ
の
対
応
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
中
小
企
業
融
資
や
事
業
再
生
を
柱
に
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
経
済
再
構
築

の
支
援
を
通
じ
て
主
体
性
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。
各
行
と
も
健
全
性
を
向
上
さ
せ
顧
客
の
信
頼
を
得
る

べ
き
だ
が
、
金
利
上
昇
の
局
面
な
ど
で
は
む
ず
か
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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リ
ス
ト
ラ
の
徹
底
と
情
報
開
示
で
地
域
の
支
援
を
獲
得�

【
特
集
】

第
二
地
銀
の
存
在
感
を
問
う
�

福
島
銀
行�

　
　
―
早
期
是
正
措
置
か
ら
の
生
還�

一
〇
〇
〇
億
円
の

預
金
流
出

五
月
一
〇
日
、
福
島
銀
行
は
〇
三

年
度
決
算
の
業
績
予
想
に
下
方
修
正

を
発
表
し
た
。
経
常
利
益
は
当
初
予

想
の
五
億
円
か
ら
一
億
二
〇
〇
〇
万

円
に
、
当
期
純
利
益
も
七
億
円
か
ら

二
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
低
下
す
る
見

通
し
だ
。
し
か
し
な
が
ら
経
常
利
益

は
四
年
ぶ
り
に
黒
字
転
換
し
、
当
期

純
利
益
も
二
年
連
続
で
黒
字
を
確
保

す
る
の
は
確
実
と
な
っ
た
。
紺
野
邦

武
社
長
は
、
隣
県
の
足
利
銀
破
綻
の

影
響
で
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
が
厳

格
化
し
た
ほ
か
、
不
動
産
鑑
定
価
格

に
七
割
の
掛
け
目
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
る
下
方
修
正
を
「
反
省
」
し
な

が
ら
も
業
績
回
復
に
「
着
実
な
手
応

え
」
を
感
じ
て
い
る
。

同
行
が
苦
境
に
陥
っ
た
の
は
三
年

前
の
〇
一
年
秋
の
こ
と
。
金
融
庁
が

同
行
に
対
し
そ
の
年
二
回
目
の
検
査

に
入
っ
た
結
果
、
担
保
評
価
の
厳
格

化
と
引
当
て
の
積
増
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
の

は
年
金
住
宅
融
資
問
題
。
年
金
資
金

運
用
基
金
（
旧
年
金
福
祉
事
業
団
）

の
資
金
で
行
わ
れ
る
住
宅
融
資
は
民

間
金
融
機
関
が
債
務
保
証
す
る
仕
組

み
で
、
こ
の
融
資
が
全
国
的
に
不
良

化
し
た
こ
と
か
ら
金
融
庁
検
査
で
槍

〇
一
年
一
二
月
、
福
島
銀
行
は
自
己
資
本
比
率
が
四
％
を
下
回
り
早
期
是
正
措
置
の
発
動
を
受
け
た
。
一
時
は
「
風
説

の
流
布
」
に
見
舞
わ
れ
株
価
急
落
と
預
金
流
出
に
直
面
し
た
が
、
給
与
カ
ッ
ト
、
賞
与
停
止
、
人
員
削
減
に
よ
る
厳
し

い
リ
ス
ト
ラ
策
を
打
ち
出
す
一
方
、
翌
〇
二
年
三
月
に
約
一
五
〇
億
円
の
第
三
者
割
当
増
資
を
地
元
の
支
援
で
成
功
さ

せ
た
。
体
質
改
善
を
進
め
、
〇
三
年
度
決
算
で
は
四
年
ぶ
り
の
経
常
黒
字
転
換
を
確
実
と
し
た
。
窮
地
か
ら
い
か
に
脱

し
た
の
か
、
紺
野
邦
武
社
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
同
行
の
「
奇
跡
」
の
生
還
を
た
ど
っ
て
み
た
。
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自
助
努
力
で

地
域
の
信
頼
を
獲
得

福
島
銀
行
社
長

紺
野

邦
武

玉
に
あ
が
っ
た
。

こ
の
結
果
、
同
年
の
九
月
中
間
決

算
を
大
幅
に
下
方
修
正
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
り
、
当
期
損
失
は
当
初
予
想

の
六
九
億
円
か
ら
一
六
八
億
円
に
拡

大
。
そ
れ
ま
で
四
％
を
上
回
っ
て
い

た
自
己
資
本
比
率
は
一
・
七
一
％
に

低
下
し
た
。
金
融
検
査
が
終
了
し
た

直
後
の
一
二
月
初
め
に
株
価
が
下
落

し
た
の
に
続
き
同
月
中
旬
に
も
「
異

様
と
も
い
え
る
大
幅
な
株
価
下
落
に

見
舞
わ
れ
株
価
が
六
〇
円
台
と
な

り
、
そ
れ
を
機
に
『
福
島
銀
行
は
危

な
い
』
と
い
う
風
評
が
発
生
し
た
」

（
紺
野
社
長
）。
い
わ
き
市
内
で

「
一
二
月
二
五
日
に
倒
産
」
と
書
か

れ
た
ビ
ラ
が
出
回
っ
た
ほ
か
、
携
帯

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
風
評
は
あ
っ

と
い
う
間
に
全
県
的
に
広
が
り
預
金

流
出
が
加
速
し
た
。

一
二
月
二
五
日
に
金
融
庁
が
自
己

資
本
比
率
の
低
下
を
理
由
に
早
期
是

正
措
置
を
発
動
す
る
と
混
乱
は
最
高

潮
に
達
し
た
。
年
末
に
加
え
三
連
休

明
け
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
日
に

は
問
合
せ
や
預
金
解
約
を
求
め
る
預

金
者
が
全
店
的
に
押
し
寄
せ
�
取
付

け
騒
ぎ
�
に
至
っ
た
。
結
局
、
翌
〇

二
年
三
月
ま
で
の
間
に
全
体
の
二
割

に
相
当
す
る
一
〇
〇
〇
億
円
の
預
金

が
流
出
し
、
預
金
量
は
一
五
年
前
の

水
準
に
逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
。

行
員
の
対
応
に

再
建
の
自
信
深
め
る

紺
野
社
長
は
そ
の
年
の
四
月
に
大

阪
銀
行
協
会
専
務
理
事
か
ら
同
行
に

転
じ
、
六
月
の
株
主
総
会
を
経
て
副

社
長
に
就
任
し
て
い
た
。
福
島
出
身

で
あ
る
こ
と
が
就
任
の
決
め
手
と
な

っ
た
よ
う
だ
が
、「
福
島
銀
行
は
よ

く
も
悪
く
も
典
型
的
な
地
域
銀
行
。

自
分
も
妻
も
福
島
出
身
な
の
で
故
郷

で
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う

思
い
以
外
に
特
別
な
感
慨
は
な
か
っ

た
」
と
当
時
の
心
境
を
語
る
。

大
阪
銀
行
協
会
時
代
に
は
、
高
金

利
預
金
で
墓
穴
を
掘
っ
た
木
津
信
組

を
は
じ
め
、
隣
県
も
含
め
て
第
二
地

銀
数
行
の
経
営
破
綻
に
直
面
し
た
。

と
り
わ
け
木
津
信
組
の
破
綻
時
に

は
、
解
約
を
求
め
る
預
金
者
が
殺
到

し
て
営
業
時
間
終
了
後
も
店
を
閉
め

風
説
の
流
布
で
動
揺
が
激
し
か
っ

た
の
は
大
口
預
金
者
で
は
な
く
、
預

金
額
一
〇
〇
〇
万
円
未
満
の
小
口
預

金
者
だ
っ
た
。
し
か
も
、
不
安
が
ピ

ー
ク
に
達
し
た
時
点
で
は
、
預
金
保

険
制
度
を
説
明
し
て
も
預
金
者
は
聞

く
耳
を
も
と
う
と
し
な
い
。
そ
れ
で

も
、
冷
静
に
な
っ
た
時
点
で
経
営
内

容
や
目
標
を
説
明
す
る
と
理
解
が
広

ま
り
、
増
資
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

く
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。�
草
の
根

増
資
�
に
徹
し
た
こ
と
で
地
元
の
応

援
ム
ー
ド
が
高
ま
り
、
メ
デ
ィ
ア
が

「
奇
跡
」
と
評
す
る
よ
う
な
、
国
や

大
手
行
に
頼
ら
な
い
自
力
増
資
が
達

成
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

幸
い
、
最
近
で
は
業
歴
が
新
し
い

企
業
か
ら
「
当
行
と
取
引
を
開
始
し

た
い
」
と
の
動
き
が
出
て
き
た
り
、

取
引
先
か
ら
「
行
員
の
目
が
変
わ
っ

て
き
た
」「
元
気
な
声
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
」
な
ど
と
い
う
反
響
が
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
取
引

先
の
評
価
は
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

っ
て
お
り
、
以
前
に
比
べ
商
売
人
と

し
て
の
意
識
が
高
ま
り
、
市
場
の
動

き
に
も
鋭
敏
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
過
信
や
油
断
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

当
行
は
早
期
是
正
措
置
の
発
動
を

受
け
な
が
ら
自
助
努
力
で
存
続
し
た

唯
一
の
銀
行
だ
が
、「
早
期
是
正
措

置
イ
コ
ー
ル
死
亡
宣
告
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
る
の
は
危
険

だ
。
新
公
的
資
金
制
度
が
で
き
て

も
、
最
終
的
に
は
国
に
頼
れ
ば
よ
い

と
す
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
発
想
が

生
じ
て
は
問
題
だ
。
や
は
り
個
別
金

融
機
関
の
自
己
責
任
で
難
局
を
乗
り

越
え
て
ゆ
く
こ
と
が
地
域
の
信
頼
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

（
談
）
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【
特
集
】

第
二
地
銀
の
存
在
感
を
問
う
�

セ
カ
ン
ド
バ
ン
ク
と
し
て
の
独
自
戦
略
を�

地
銀
追
随
戦
略
と
決
別
し�

　
　
得
意
分
野
に
集
中
す
べ
し�

�

存
在
感
や
主
体
性
の

希
薄
化

筆
者
は
本
誌
０２
年
１
月
２１
日
号
特

集
で
「
地
域
金
融
シ
ス
テ
ム
再
構
築

の
担
い
手
と
し
て
特
性
を
発
揮
せ

よ
」
と
題
し
、
第
二
地
銀
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
私
見
を
論
じ
た
。
そ

の
主
旨
は
、
�
第
二
地
銀
は
株
式
会

社
と
協
同
組
織
の
長
所
を
あ
わ
せ
も

つ
存
在
で
あ
り
、
そ
の
特
性
を
発
揮

す
べ
し
、
�
地
銀
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
と
い
う
安
易
な
上
方
指
向
を
払

拭
す
べ
し
、
�
第
二
地
銀
が
不
在
の

地
域
増
大
は
こ
れ
以
上
許
さ
れ
な

い
、
�
資
金
運
用
の
共
同
化
や
非
上

場
行
の
早
期
解
消
が
必
要
で
あ
る
、

と
い
っ
た
点
に
要
約
さ
れ
る
。

当
時
は
ペ
イ
オ
フ
部
分
凍
結
解
除

を
目
前
に
控
え
て
資
金
シ
フ
ト
が
問

題
と
な
る
一
方
、
第
二
地
銀
の
経
営

破
綻
が
続
出
し
て
お
り
、
業
界
全
体

に
強
い
危
機
感
が
漂
っ
て
い
た
。
そ

れ
に
対
し
て
現
在
は
、
預
金
動
向
も

落
ち
着
い
て
お
り
、
第
二
地
銀
界
に

対
す
る
不
安
は
解
消
さ
れ
た
よ
う
な

印
象
が
強
い
。

し
か
し
、
筆
者
は
む
し
ろ
当
時
以

上
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

経
営
破
綻
や
合
併
が
相
次
い
だ
結

果
、
第
二
地
銀
協
加
盟
行
は
普
銀
転

換
時
の
六
八
行
か
ら
四
九
行
に
減
少

し
、
今
年
度
中
に
は
四
八
行
と
な
る

予
定
で
あ
る
。
本
店
を
お
く
第
二
地

銀
が
不
在
の
地
域
は
、
青
森
、
秋

田
、
埼
玉
、
山
梨
、
石
川
、
京
都
、

鳥
取
の
七
府
県
に
増
加
し
た
。

他
方
、
協
同
組
織
金
融
の
分
野
で

は
再
編
の
進
展
で
、
中
下
位
の
第
二

地
銀
を
凌
駕
す
る
規
模
の
大
型
信
金

が
増
え
て
い
る
。
規
模
や
営
業
区
域

の
拡
大
は
相
互
扶
助
の
精
神
と
は
相

い
れ
な
い
面
が
多
く
、
地
域
密
着
度

の
後
退
や
会
員
が
享
受
す
る
利
益
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

し
か
も
現
在
は
リ
レ
バ
ン
型
金
融

行
政
の
も
と
、
各
行
庫
は
機
能
強
化

計
画
の
実
践
を
粛
々
と
進
め
て
い
る

が
、
同
計
画
の
内
容
は
地
域
や
業
態

を
問
わ
ず
代
り
映
え
の
し
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
第

二
地
銀
の
存
在
感
や
主
体
性
が
一
層

希
薄
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

信
金
的
経
営
も
一
つ
の
方
向

第
二
地
銀
各
行
の
リ
レ
バ
ン
機
能
強
化
計
画
を
み
る
限
り
、
地
域
や
自
行
の
特
性
に
即
し
た
戦
略
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
く
、
と
も
す
れ
ば
第
二
地
銀
の
存
在
感
が
埋
没
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
�
ポ
ス
ト
・
リ
レ
バ
ン
�
を
見
据
え
て
主
体
性
の
発
揮
に
努
め
る
こ
と
で
あ

り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク
」
と
し
て
地
銀
と
は
異
な
る
路
線
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

２００４．５．２４金融財政事情21




